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業
予
算
の
確
保
に
関
す
る
要
望

一
般
社
団
法
人
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建
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業
連
合
会



七
月
の
山
形
・
秋
田
の
豪
雨
災
害
、
九
月
の
能
登
半
島
の
豪
雨
災
害
の
よ
う
に
激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
風
水
害
や
年
初
の
能

登
半
島
地
震
、
四
月
の
愛
媛
・
高
知
地
震
の
よ
う
に
頻
発
す
る
地
震
被
害
、
八
月
の
宮
崎
県
沖
地
震
の
際
の
初
の
「
南
海
ト
ラ

フ
地
震
臨
時
情
報
（
巨
大
地
震
注
意
）
」
の
発
表
に
改
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
る
切
迫
す
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
や
首
都
直
下
地
震

を
は
じ
め
と
す
る
巨
大
地
震
発
生
の
懸
念
な
ど
、
猛
威
を
振
る
う
自
然
災
害
に
対
す
る
備
え
を
怠
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
日
本
経
済
を
支
え
る
屋
台
骨
で
あ
る
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
、
劣
化
の
影
響
が
顕
在
化
し
て
き
て
お
り
、
国
民
生
活
を
脅

か
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
国
民
の
生
命
・
財
産
を
守
り
、
国
家
・
社
会
の
重
要
な
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
防
災
・
減
災
、

国
土
強
靱
化
対
策
と
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
対
策
等
が
特
に
重
要
で
あ
り
、
よ
り
一
層
、
計
画
的
か
つ
強
力
に
推
進
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

建
設
産
業
は
，
国
土
の
守
り
手
と
し
て
大
き
な
役
割
を
担
う
と
と
も
に
，
基
幹
産
業
と
し
て
経
済
・
社
会
の
発
展
を
支
え
て

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
建
設
産
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
本
年
四
月
か
ら
の
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
適
用
、
近
年
の
資

材
価
格
の
高
騰
、
賃
上
げ
へ
の
取
組
み
、
建
設
技
能
者
の
高
齢
化
・
担
い
手
不
足
等
へ
の
対
応
と
課
題
が
山
積
し
て
お
り
、
大

変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
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こ
れ
ら
の
課
題
を
克
服
し
、
若
者
が
希
望
と
誇
り
を
も
っ
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
産
業
と
し
て
、
将
来
の
担
い
手
確
保
に

万
全
を
期
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
日
建
連
で
は
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
完
全
週
休
二
日
の
実

現
、
技
能
者
の
賃
金
改
善
、
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の
普
及
促
進
な
ど
、
働
き
方
改
革
と
担
い
手
確
保
に
一
丸
と
な

っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
同
時
に
、
安
定
的
か
つ
持
続
的
な
公
共
事
業
予
算
が
確
保
さ
れ
、
将
来
の
見
通
し
を
持
つ
こ
と

が
必
要
で
す
。

建
設
業
界
で
は
、
生
産
性
の
向
上
に
も
努
め
、
従
前
よ
り
十
分
な
施
工
余
力
を
有
し
て
お
り
、
日
建
連
と
し
て
も
、
会
員
企

業
を
挙
げ
て
、
公
共
工
事
の
迅
速
か
つ
円
滑
な
施
工
に
万
全
を
期
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。
む
し
ろ
、
資
材
価
格
の
高
騰
等
に
よ

り
、
事
業
量
が
目
減
り
し
、
受
注
機
会
に
恵
ま
れ
な
い
企
業
が
増
え
、
建
設
産
業
が
維
持
で
き
な
く
な
る
こ
と
や
社
会
資
本
整

備
が
遅
れ
る
こ
と
を
危
惧
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
左
記
の
点
に
つ
い
て
要
望
い
た
し
ま
す
。

特
段
の
ご
理
解
と
ご
高
配
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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記

一
、
社
会
資
本
の
着
実
な
整
備
に
向
け
た
必
要
な
事
業
量
を
確
保
す
る
た
め
、
近
年
の
資
材
価
格
の
高
騰
、
労
務
費
の
上
昇
等

も
踏
ま
え
、
必
要
か
つ
十
分
な
公
共
事
業
費
を
安
定
的
・
持
続
的
に
確
保
す
る
こ
と
。

・
工
期
が
長
く
か
か
る
根
幹
的
な
社
会
資
本
整
備
を
計
画
的
に
実
施
で
き
る
よ
う
、
民
間
投
資
を
誘
発
し
、
経
済
の
活

性
化
に
寄
与
す
る
社
会
資
本
整
備
、
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
対
策
や
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
対
策
等
に
向
け
、
令
和

七
年
度
当
初
予
算
に
お
け
る
公
共
事
業
費
を
大
幅
に
増
額
・
確
保
す
る
こ
と
。

・
公
共
事
業
の
前
倒
し
執
行
に
加
え
、
近
年
の
資
材
価
格
の
高
騰
等
に
よ
り
、
年
度
後
半
に
は
事
業
量
確
保
、
事
業
の

着
実
な
進
捗
へ
の
懸
念
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
景
気
を
下
支
え
す
る
大
型
の
令
和
六
年
度
補
正
予
算
を
早
期
に
編

成
す
る
こ
と
。

・
本
年
も
相
次
い
だ
自
然
災
害
に
対
し
て
、
国
土
強
靱
化
を
着
実
に
推
進
す
る
た
め
、
近
年
の
資
材
価
格
の
高
騰
等
を

踏
ま
え
、「
五
か
年
加
速
化
対
策
」
の
最
終
年
に
お
い
て
も
、
例
年
を
上
回
る
必
要
か
つ
十
分
な
予
算
を
確
保
す
る

こ
と
。
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二
、「
国
土
強
靱
化
基
本
法
」
に
定
め
ら
れ
た
「
国
土
強
靱
化
実
施
中
期
計
画
」
を
、
令
和
六
年
度
内
の
早
期
に
策
定
し
、「
五

か
年
加
速
化
対
策
」
後
も
、
切
れ
目
な
く
同
計
画
に
基
づ
く
国
土
強
靱
化
を
強
力
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
国
土
強
靱
化
の

加
速
の
必
要
性
や
近
年
の
資
材
価
格
の
高
騰
等
を
考
慮
し
、
必
要
な
事
業
量
を
確
保
す
る
た
め
、
同
計
画
に
お
い
て
は
「
五

か
年
加
速
化
対
策
」
を
上
回
る
必
要
か
つ
十
分
な
予
算
（
例
え
ば
、
五
年
二
十
五
兆
円
の
規
模
感
）
を
確
保
す
る
こ
と
。

三
、
建
設
技
能
者
の
賃
金
に
つ
い
て
、
担
い
手
を
確
保
し
、
持
続
可
能
な
建
設
産
業
を
構
築
す
る
た
め
、
必
要
と
さ
れ
る
技
能

や
厳
し
い
労
働
環
境
に
相
応
し
い
賃
金
に
引
き
上
げ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
の
大
幅
な
引

き
上
げ
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
請
負
契
約
の
透
明
化
を
図
り
、
建
設
技
能
者
の
処
遇
改
善
と
価
格
高
騰
時
の
労
務
費
へ
の
し

わ
寄
せ
を
防
止
す
る
た
め
、
改
正
建
設
業
法
等
の
適
切
な
施
行
を
行
う
こ
と
。

四
、
建
設
現
場
を
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
し
て
省
人
化
を
図
る
「i

-Co
nst

ruc
tio

n2.
0

」
を
中
核
と
し
た
イ
ン
フ
ラ
分
野
の

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（DX

）
の
取
組
み
を
推
進
す
る
た
め
、
建
設
現
場
に
お
い
て
省
人
化
に
資
す
る
新

技
術
を
開
発
・
実
装
す
る
た
め
の
十
分
な
予
算
を
確
保
す
る
こ
と
。
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五
、
賃
上
げ
を
促
進
す
る
政
策
は
引
続
き
推
進
す
べ
き
で
あ
り
、
各
社
が
そ
れ
ぞ
れ
の
経
営
判
断
の
も
と
賃
上
げ
に
努
力
す

る
こ
と
は
必
要
な
こ
と
で
あ
る
が
、
総
合
評
価
落
札
方
式
に
お
け
る
賃
上
げ
を
実
施
す
る
企
業
に
対
す
る
加
点
措
置
に
つ

い
て
は
、
公
共
工
事
受
注
を
目
的
と
し
て
毎
年
一
定
比
率
以
上
の
賃
上
げ
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
継
続
す
る
こ

と
は
負
担
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
早
期
に
見
直
し
を
検
討
す
る
こ
と
。

六
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
必
要
な
知
識
や
技
術
を
有
す
る
職
員
の
確
保
・
育
成
を
含
む
体
制
の
充
実
・
強
化
を
図

る
こ
と
。

以
上
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I 公共工事設計労務単価について

〇建設業は、 他産業より賃金が低く、就労時間も長い �担い手の確保が困難
賃金＊1

建設業※
417万円／年
（• 15.6%) 

全産業 494万円／年
※貝金は「生産労働者」の値

労働時闊＊ 2

2,022時間／年
(+3.5%) 

1,954時間／年

建設業就菓者＊3

685万人

10% 
l l 

H9 

出典： ＊1厚生労働省「頁金橘造基本統計調査」（令和4年） ＊2厚生労慟省「毎月勤労統計調査」（令和4年度） ＊3総務省「労働力調査Jを塞に同士交通省算出

出所：国土交通省「建設業法及び公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律の一部を改正する法律（概要）」から抜粋

全就労者に
占めるシェア

479万人！

7% 
R4 

0公共工事設計労務単価 全国全職種平均値の推移 12年連続上昇しているものの、担い手

25,000 

20,000 

15,000 

10,000 

5,000 

21年前（平成10年）の
1 万9千円台に戻る

建設投資減少に伴う労働
19,12119,11

.
f 8,5

84
ぐ

緩和により下降
単価算出手法大幅変更 ----- 17,704 

16,2635,871 （必要な法定福利費相当額の反映） !6,19016,678

15,39414,754 /15, 17 5 
14'16613,87013, 72313, 577 13,35113,34413, 15413,04 T 3,072 

確保のため更なる上昇が必要
23,600 

22,227 

忍尋尋尋尋尋芯尋尋忍忍忍 へ尋虚尋尋尋令令含含ゥ令 令岱＼汽
＆`

｀｀令
虐ぷ虐

へ
ぷぷぶぷぷよぷぷ‘``炉‘`ジソ

えらうか
ン
終ぐええぷ袋1

総総芯念
注1)金額は紐室平均値にて表示 □ 平成31年までは平成25年度の樗本数をもとにラスバイレス式で算出し、令和2年以麟は令和2年度の標本数をもと1：：ラスパイレス式で冥出した。
注2)平成18年度以前lま．交通語導警燻員がA·Bに分かれていないため、交通誘導警備員A •Bを足した人数で加室平均したロ
注3)伸び率は単純平均値より算出した m

出所：国土交通省「令和6年4月から適用する公共工事設計労務単価について」のデータに基づき日建連作成
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